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実験１ (固定、南向き傾斜角20度)背景、目標、実施項目
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太陽電池モジュールを屋外で⾼精度に測定するための
⾼速照度センサーとして、実際の太陽電池モジュールの
構造を模した日射センサーを用いた評価手法が提案さ
れている1-5)。産総研ではPVモジュール日射センサ（以
下、PVMS）を用いた⾼速IV測定により、測定再現性
±2%以内が可能であることを⽰し、更なる⾼精度化を
目指した開発（±1.0%以内の測定精度）を進めてい
る。本研究では、PVMSが備えるべき要求事項を把握
するために、ダミーセルのサイズ、セル周辺部の余白、入
射角依存性の評価を実施した。
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PVMS構造：中央セルのみが電気的に結線、周囲はダミー。
計測系：PVMSの両極はシャント抵抗（10 mohm）を介し
て短絡。抵抗両端電圧をデータロガーにて記録（1ms毎）。
換算⽇射：電圧から短絡電流を逆算し、各PVMSのSTCにお
ける短絡電流値で割り戻し、換算⽇射を求めた。
MUT-02の仕様：単結晶、5インチ×36枚、Voc：22V，Isc：5.40A

ratio1 = 同一型：入射角０°の換算⽇射で無次元化⇒各型の
入射角効果を確認（例）15A02 ÷ 15A01

ratio2 = 同一入射角：A型の換算⽇射で無次元化⇒同一入射
角の型式間⽐較（例）15C02 ÷ 15A02

実験２ (追尾、入射角0,30,60度)

図１ 実験１、換算⽇射の⽐較（マスク無し） 図２ 実験１、換算⽇射の⽐較（マスクの効果） 図３ 実験１、PVMSとMUTの⽐較
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図４ 実験２、⽇射、ratio1 図５ 実験２、⽇射、ratio2（快晴⽇） 図６ 実験２、⽇射、ratio2（変動⽇）

図７ 入射角が⼤きい時、マ
スクが作る陰

ratio: S字、U字、逆Ｕ字 が現れる要因
・２つの面の法線ベクトルのズレ：S字
（例：法線ベクトルのズレ0.2度、入射角75度の時、差は1.3%）
・⽇射の不均一（周辺構造物、雲）： U字、逆Ｕ字

図８ 入射角が⼤きい時、
アルミフレームが作る陰

（実験１）MUTとの⽐較では、⽇射が変動していても0.4SUN以上あれば、どの開口でも、換算⽇
射の⽐は±1%に入る機会が多い。MUTにおいて、アルミフレームが作る陰の影響に注意。
（実験２）快晴⽇では入射角の効果は、入射角の余弦にほぼ一致。型式による差異は⼩さい（10-
14時であれば±1％以内）。変動が激しい⽇においても型式による差異は、±2%の中に収まる確率
が⾼い。
両実験の結果、センサーセルの端から十分な余白があればどの型式でもよい。
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